
真
心

九
月

学
校
だ
よ
り

令
和
二
年
九
月
一
日
発
行

三
島
市
立
南
中
学
校

校
長

野
口
厚

昭
和
二
十
二
年
開
校

旧
三
島
市
立
第
一
中
学
校

校
訓
：「
自
治
・協
同
・敬
愛
」

あ
い
さ
つ

夏
の
暑
さ
が
残
る
季
節
で
す
。
南
中
生
は

八
月
二
十
日
か
ら
の
学
校
開
始
と
と
も
に

元
気
よ
く
生
活
し
て
い
ま
す
。

八
月
号
で
は
、
「
五
育
」
の
中
の
「
才
育
」
に

つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

九
月
号
で
は
、
五
育
の
中
の
「
食
育
」
に
つ

い
て
説
明
し
ま
す
。

五
育
「
心
・知
・
体
・才
・食
」
を
支
え
て
い
る

の
は
食
育
で
す
。
な
ぜ
な
ら
「
困
っ
て
い
る
人

が
い
た
ら
助
け
る
」や
「
知
識
や
技
能
を
身
に

付
け
る
」
は
、
食
が
し
っ
か
り
で
き
て
こ
そ
成

し
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
す
。

食
育
の
目
標
は
、
「
自
分
で
食
材
を
選
び
、

自
分
で
調
理
し
、
自
分
で
食
べ
る
」
こ
と
で
す
。

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
は
産
地
、
材
料
、

消
費
期
限
な
ど
を
読
み
取
っ
て
食
材
を
選
ぶ

力
を
身
に
付
け
た
い
で
す
。
ト
マ
ト
と
ピ
ー

マ
ン
は
ナ
ス
科
で
遺
伝
子
レ
ベ
ル
が
同
じ
な

の
で
ど
ち
ら
か
を
買
う
と
い
う
達
人
ま
で
い

ま
す
。

炒
め
る
、
煮
る
、
焼
く
な
ど
、
購
入
し
た

食
材
を
大
切
に
調
理
す
る
力
を
身
に
付
け

た
い
で
す
。
調
理
は
段
取
り
八
割
で
す
。
数

学
が
で
き
る
人
は
無
駄
が
あ
り
ま
せ
ん
。

自
分
で
選
ん
で
自
分
で
調
理
し
た
料
理
は

格
別
で
す
。
ど
う
せ
な
ら
タ
ン
パ
ク
質
、
炭

水
化
物
、
脂
肪
、
無
機
物
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ

の
食
品
に
多
く
含
ま
れ
て
い
る
栄
養
素
が
わ

か
る
力
を
身
に
付
け
た
い
で
す
。

食
育
が
身
に
付
け
ば
、
日
頃
の
言
動
が
変

わ
り
ま
す
。
フ
ァ
ー
ス
ト
フ
ー
ド
や
イ
ン
ス
タ

ン
ト
食
品
を
食
べ
る
際
も
一
工
夫
を
す
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

昭
和
と
違
っ
て
令
和
は
何
で
も
揃
う
時
代

で
す
。
そ
の
時
代
に
合
っ
た
生
活
習
慣
を

作
っ
て
い
く
と
、
人
生
が
楽
し
く
な
り
ま
す
。

静
東
教
育
事
務
所
の
訪
問
で
称
賛
を
受

け
る七

月
三
十
日
、
静
東
教
育
事
務
所
の
村

松
参
事
の
訪
問
を
受
け
、
全
教
員
の
授
業

を
参
観
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
参
事
か

ら
は
、
南
中
生
の
授
業
態
度
が
他
校
と

違
っ
て
学
習
意
欲
に
溢
れ
て
い
る
と
称
賛

を
受
け
ま
し
た
。
こ
れ

は
教
員
と
生
徒
が
一

体
に
な
っ
て
授
業
中
も

休
み
時
間
も
目
標
を

同
じ
に
し
て
い
る
こ
と

が
功
を
奏
し
て
い
る

と
考
え
ま
す
。

南
海
ト
ラ
フ
地
震
を
想
定
し
た
引
き
渡
し

訓
練
を
行
う

八
月
二
十
一
日
、
南
小
お
よ
び
東
小
と

同
一
日
に
引
き
渡
し
訓
練
を
行
い
ま
し

た
。
大
規
模
震
災
の
場
合
、
学
校
を
広
域

避
難
所
に
す
る
た
め
に
、
生
徒
を
保
護
者

に
引
き
渡
し
て
帰
宅
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
生
徒
に
は
自
宅
が
悪
い
状
態

の
時
は
公
民
館
へ
、
そ
こ
も
悪
い
状
態
の

時
は
決
め
ら
れ
た
学
校
に
避
難
す
る
よ

う
に
指
導
し
て
あ
り
ま
す
。
地
震
へ
の
備

え
は
冷
静
に
行
動
で
き
る
こ
と
が
何
よ
り

で
す
。
こ
の
日
は
現
実
的
に
す
る
た
め
に
、

職
員
の
中
に
も
保
護
者
と
し
て
子
ど
も

を
迎
え
に
行
く

人
が
い
ま
す
の
で
、

そ
れ
ら
を
抜
い
て

行
い
ま
し
た
。
来

年
度
は
さ
ら
に
現

実
的
に
す
る
た
め

に
小
学
校
と
同
時

刻
に
行
お
う
と
考

え
て
い
ま
す
。

Ｍ
Ｌ
Ｓ
（地
域
学
校
支
援
協
働
本
部
）が
土

曜
補
習
を
開
始
す
る

八
月
二
十
九
日
、
Ｍ
Ｌ
Ｓ
主
催
で
土
曜
補

習
を
開
始
し
ま
し
た
。
対
象
は
三
年
生
で
、

国
語
と
数
学
の
基
礎
学
力
の
向
上
が
目
的

で
す
。
ス
タ
ッ
フ
は
教
員
で
す
が
、
今
後
は

地
域
の
人
材
を
発
掘
し
、
「
地
域
で
地
域
の

子
ど
も
を
育
て
る
」を
具
現
化
し
て
い
き
ま

す
。

今
後
の
学
校
行
事
に
つ
い
て

〇
ひ
い
ら
ぎ
祭
「体
育
の
部
」

現
時
点
、
三
島
市
は
学
校
行
動
基
準
が

「レ
ベ
ル
１
」な
の
で
、
屋
外
様
式
に
合
わ
せ
、

観
客
に
は
距
離
を
保
っ
て
も
ら
う
こ
と
を

約
束
し
て
実
施
し
ま
す
。

〇
ひ
い
ら
ぎ
祭
「発
表
の
部
」

現
時
点
、
三
島
市
は
学
校
行
動
基
準
が

「レ
ベ
ル
１
」な
の
で
、
屋
内
様
式
に
合
わ
せ
、

体
育
館
に
は
許
容
人
数
の
半
分
に
当
た
る

生
徒
だ
け
を
入
れ
て
実
施
し
ま
す
。

〇
三
年
生
の
修
学
旅
行
（関
西
）

現
時
点
、
静
岡
県
が
修
学
旅
行
先
の
大

阪
を
「回
避
」、
京
都
を
「特
に
慎
重
に
行

動
」に
指
定
し
て
お
り
、
今
後
も
回
復
す
る

見
込
み
が
な
い
た
め
、
修
学
旅
行
を
中
止

し
ま
し
た
。
代
替
と
し
て
三
月
に
宿
泊
行
事

を
計
画
し
ま
す
。

〇
二
年
生
の
自
然
教
室
（東
伊
豆
）

現
時
点
、
河
津
町
は
行
動
制
限
が
掛
け

ら
れ
て
い
な
い
の
で
、
予
定
通
り
、
自
然
教

室
を
実
施
し
ま
す
。

〇
一
年
生
の
校
外
学
習
（富
士
山
周
辺
）

現
時
点
、
静
岡
県
は
山
梨
県
を
「注
意
し

て
訪
問
可
」に
し
て
い
る
た
め
、
予
定
通
り
、

校
外
学
習
を
実
施
し
ま
す
。

小
さ
な
親
切
実
行
章
受
賞

高
橋
和
也

前
田
光
穂

本
多
快
都

渡
邉
拓
武

教
育
実
習
生
の
紹
介

南
中
は
多
く
の
教
育
実
習
生
を
受
け
入

れ
、
若
者
の
教
員
志
望
を
援
助
し
ま
す
。

鈴
木
（国
語
）

山
形
（音
楽
）

江
塚
（社
会
）

九
月
の
主
な
行
事

２
日

県
下
一
斉
学
力
調
査

三
年
生

２
日

定
期
テ
ス
ト

一
年
・二
年
生

技
能
教
科

３
日

生
徒
会
選
挙

４
日

集
金
日

６
日

７
自
治
会
合
同
避
難
訓
練

11
日

定
期
テ
ス
ト

一
年
・二
年
生

五
教
科

18
日

三
島
市
一
斉
あ
い
さ
つ
運
動

19
日

ひ
い
ら
ぎ
祭

体
育
の
部

25
日

ひ
い
ら
ぎ
祭

発
表
の
部

28
日

振
替
休
日

30
日

定
期
テ
ス
ト

三
年
生

五
教
科

十
月
の
主
な
行
事

２
日

英
語
検
定

５
級

３
日

英
語
検
定

４
・３
・２
・準
２
級

４
～
６
日

修
学
旅
行

関
西

三
年
生

中
止

４
～
５
日

自
然
教
室

河
津
町

二
年
生

12
日

二
学
期
始
業
式

15
日

高
校
説
明
会

三
年
生

15
日

鑑
賞
教
室

一
年
生
・特
支

23
日

漢
字
検
定

29
日

校
外
学
習

富
士
山
周
辺

一
年
・特
支

当
校
の
教
育
に
つ
い
て
相
談
が
あ
る
方

は
、
遠
慮
な
く
教
頭
ま
で
御
連
絡
く
だ
さ

い
。
電
話
番
号

９
７
５

０
９
８
０

ス
マ
ホ
で

ブ
ロ
グ
を

閲
覧
し
よ
う


